






1)はじめに 

先天性副腎過形成症(CAH と略)のスクリーニングは、今後全国的に取り上げられることが

必要であると考える。全国実施のためには、どこででも実施しやすい方法が必要であり、

それを考えるとラジオイムノアッセイ(RIA と略)よりも酵素免疫測定法(EIA と略)の方が

より有効である。さらに、EIA を広く新生児スクリーニングに応用するためには、高感度

化および方法の簡易化が重要である。われわれは、EIA による CAH のスクリ一ニング法の

改良研究を行ない、さらに旧法および改良法のマススクリーニングヘの応用について検討

を行なったので報告する｡具体的には、まず昨年に引き続き horse radish peroxidase(HRP

と略)を用いた EIA 法により 17 一(α)hydroxyprogesteron(17 一(α)OHPと略)測定して、

ハイリスク児についてスクリーニングを行なった。さらに、glucose oxydase(GODと略)を

用いる 17-OHP 測定の EIA の開発改良を行ない、この方法のスクリ一ニングヘの応用につい

ても検討した。 


